
 

 

 

 
 

 カウンセリング 
   ～聴くことの大切さ～ 

 

カウンセリングとは、信頼関係に基づく態度や言葉がけを通して、悩みを持つ人自身

が問題解決の糸口を見つけだせるように援助する方法のことです。 

この講座は、傾聴をはじめとするカウンセリングの基本的な考え方と技術を学ぶとと

もに、それらを積極的におたすけにも活用していくことを目的として開催します。 

 

 

期  間：立教 180(平成 29)年 8 月 26 日(土)・27 日(日) 

会  場：おやさとやかた南右第 2棟 3階 

      日  程：裏面参照 

対  象：ようぼく 

定  員：40 名 

受講御供：1,500 円 

携 行 品：筆記具 

締 切 日：8 月 15 日(火) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

日程表 
 

1 日目（26日） 2 日目（27日） 

13:00 
 

8:50 
 

受付 集合 

13:30 9:00 

開講・オリエンテーション 
 

13:50 
 ロールプレイ演習 

  「傾聴の実際」 

 
「ひのきしんとは」  

金 山 元 春 氏 
山 本 元 嗣 

11:30 

14:10 
（ひのきしんスクール運営委員）   

昼食（本部食堂） 

休憩 12:30 

14:20 
 

  講義③ 
 
 
講義①   「おたすけに活かすカウンセリング」 

 「カウンセリングに学ぶ 聴くことの大切さ」  
吉 川 博 久 氏 

 
宇田まゆみ 氏 15:00                     

15:20 休憩 

休憩 15:20 

15:35 パネルディスカッション 
「おたすけとカウンセリング」 

 

【パネリスト】  宇田まゆみ 氏 

（登壇順）   堀 尾 治 代 氏 

吉 川 博 久 氏 

【司   会】  山 本 元 嗣 氏 

 
講義② 
「カウンセリングの基本」 

堀 尾 治 代 氏 

 

  

  

17:35 
 

休憩 
 

17:45 16:20 

ふりかえり① 
休憩 

 
16:30 

18:30 
ふりかえり② 

解散 
 

 17:15 
 

閉講 
  

 

講師紹介（登壇順） 
 

宇田
う だ

まゆみ 氏 

天理よろづ相談所病院 臨床心理士・ひのきしんスクール運営委員。全診療科の

心理療法・心理検査を担当。「憩の家」緩和ケアチームで心理面のケアにも携わ

っている。 

堀 尾
ほ り お

治 代
は る よ

 氏 
天理大学大学院元教授・臨床心理士。現在もクリニックなどでの臨床活動の傍ら、

臨床家として歩む卒業生への助言を行うなど、後進の育成に努めている。 

金 山
か な や ま

元 春
もとはる

 氏 

淀
よど

高知
こうち

布教所長・高知大学准教授・博士（心理学）。「カウンセリング」を「人

間関係の知恵」ととらえ、教育、研究、相談のほか、日頃の人との関わりやおた

すけに活かしている。 

吉 川
よ し か わ

博 久
ひろひさ

 氏 
片
かた

江
え

分教会長・関西カウンセリングセンター認定 上級心理臨床カウンセラー。 

カウンセリングで学んだことを、日頃の人との関わりやおたすけに活かしている。 

 


